
社会や世界，他者と関わる中で，自分の気持ちや考えを 

主体的に表現し，伝える力の育成 

                             実践者 河野 操，向井 俊博 

愛媛大学研究パートナー 池野 修，立松 大祐 

第１章 はじめに 

グローバル化が進んだ社会では，個性や考え方が異なる他者のことを理解し，意見交換などを

通して積極的にコミュニケーションを図り，よりよい関係を築こうとする態度が求められる。外

国語教育では，これらの能力を高めるために，スキルの習得だけでなく，習得したスキルを生か

し，互いの考えを理解し合い，折り合いをつけながらよりよい関係を築こうとする態度の育成を

目指している。社会や他者と積極的に関わり，相手をより深く知ろうとする態度は，持続可能な

社会の形成に必要な資質・能力につながるものであると思われる。 

英語科では，これまでの研究で豊富な語彙力や豊かな表現力の不足を課題として捉えてき 

た。最終年次となる今年度は，場面を重視したパフォーマンス課題への取組を通して，社会や他

者と関わる中で，自分の気持ちや考えを主体的に表現し，伝える力の育成を目指している。その

ような中で，英語を使って生徒同士が協働的に学び合いながら課題を解決することによって，深

い学びにつながり，自分の気持ちや考えを伝え合える生徒を育成することができるのではないか

と考え，研究を進めた。 

第２章 研究の実際 

研究（その１） 

統合的な運用能力を高める言語活動の工夫  

―リーディング活動からライティング，スピーキング活動へ― 

（実践者）河野 操 

 

１ 研究テーマ設定の理由 

本研究では，「読むこと」「話すこと（やり取り）」の活動を通して「描写力」「発想力」の向上

を図り，主体的に表現できる生徒の育成を目指したい。また，内容理解の言語活動を通して，ま

とまった英文の内容を理解し，内容について質問したり，要約したり，自分の意見や感想を論理

的に述べたりすることが効率的にできるような力を付けさせたい。そのためには，読解力，作文

力，口頭表現力などの統合的な運用能力を更に高める必要がある。これまでの課題として，語彙

力の低さが挙げられた。得た内容を要約してアウトプットするための作文力や情景描写等の活動

に取り組ませて，語彙力の強化を図りつつ口頭表現力を高めるための言語活動を継続して行いた

い。さらに，身に付けた技能を生かして，多様な情報の中から必要な情報を受け取り，理解する

とともに，英語を使って生徒同士が学び合いながら課題を解決していくことが，深い学びにつな

がると考え，本研究テーマを設定した。 

 

 

英語科 
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２ 研究の内容及び方法 

⑴  論理的に思考し表現する学び合いの工夫 

 主体的・対話的で深い学びを目指すためには，生徒が興味・関心のある題材について自分の思

いや考えを伝え合う活動の設定が大切である。このような活動を設定するために，教育学部附属

小学校の英語科と共有できる「CAN-DOリスト」形式の到達度目標を作成し，小学校との連携を意

識して特に次の二つの点に留意した。一つ目は，「読むこと」「聞くこと」「話すこと（やり取

り）」において，必然性のある場面を設定すること。二つ目は，生徒同士，教師とのやり取りを

大切にし，豊富なやり取りの場面を十分に設定することである。本文で扱われている内容に関連

するテーマを取り上げ，単元のまとめとして上記の２点に重点を置いた活動を設定した。 

⑵  コミュニケーション能力を高める学習指導 

 コミュニケーション能力を高める方法の一つとして，「表現力」「発想力」を向上させることが

有効であると考えている。授業では，生徒たちに教科書の挿絵について説明させたり，本文にな

い情報を織り交ぜた導入を聞かせたりした。そうすることによって，生徒が本文の内容を自分な

りにアレンジしながらまとめたり，Show & Tellのようなスピーチにも抵抗なく取り組んだりす

ることができた。 

⑶  パフォーマンス評価の充実 

 活動中に相互評価をさせたり，活動後に自己評価をさせたりすることにより，次の活動の改善 

に役立たせたり，よりよい表現になるよう工夫させたりする機会を持たせた。また，CAN-DOリス 

トとパフォーマンス評価を関連させ，到達目標を考慮しながらパフォーマンス評価に修正を加え， 

授業改善にも努めた。今までできていなかったことが「できるようになった」，活動を重ねて「前 

よりよくなった」ということを実感させることは，生徒が自己の成長を確認し，次の活動への意 

欲を高めることにもつながった。 

 

３ 研究の実際 

⑴ 指導の計画 

ア 新出文型を使って過去の出来事を表現できる学び 

小学校の外国語科では，小学校の思い出を題材に過去の出来事について表現する活動に取り組

んでいる。中学校では，適切な場面設定を行い，体験した内容について手紙を書いたり話したり

する活動を充実させ，過去形の文構造について定着を図った。 

イ 異国に対する理解と違いを知る面白さを実感する学び 

住んでいる国や地域によって，特有の生物がいたり，気候の違いがあったりすることに気付か

せ，違いに対して柔軟に対応できる見方，考え方を養った。また，たとえ違いがあっても，共通

して取り組むべき課題や守るべきものがあるという認識を持たせた。 

ウ 「深い学び」の実現に向けた指導の工夫について  

「深い学び」では，「活用」「探究」「問題発見」「問題解決」「気付き」などが活動に含まれるこ

とが重要となる。主体的・対話的で深い学びを目指すためには，生徒が興味・関心のある題材に

ついて自分の思いや考えを伝え合う活動の設定が大切である。このような活動を設定するために，

既有の知識や経験を生かしたり，すでに小学校の外国語活動・外国語科で使用したことのある単

語や表現を使わせたりしながら，特に次の点に留意した。 

新出文型の導入や内容理解の場面で，生徒同士，指導者とのやり取りを大切にし，豊富なやり

取りの場面を十分に設定したいと考えた。その際に，５Ｗ１Ｈを使った質問をしたり，感想，意

見，第一印象，推測したことなどを言わせたりしながらやり取りを進めることを意識させた。ま

た，やり取りを充実したものにするために，「描写力」と「表現力」を向上させることが有効であ
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ると考えた。授業では，帯活動で picture describingに取り組ませたり，生徒たちに教科書の挿

絵について説明させたりして「描写力」と「表現力」の向上に努めた。 

教科書本文を活用した指導の工夫として，登場人物を自分と置き換え，体験したことを手紙に

書く，体験したことを基に質問も交えて対話する，体験したことを紹介するというように，教科

書本文と同じ流れで言語活動を試みた。そうすることによって，新出文型の定着を図るとともに，

語彙を増やし表現の幅を広げたり，より深く内容について思考したりする活動になるのではない

かと考えた。 

⑵ 指導の実際 

ア 単元名  

A Letter from Australia （TOTAL ENGLISH １，Lesson ９） 

イ 単元目標 

○肯定文，疑問文，否定文を使って，過去の出来事についてやり取りをすることができる。                                 

                                   「知識及び技能」 

○オーストラリアがテーマの英文を読んで，概要や要点を捉えるとともに，その内容を基に自分

の意見や考えを伝え合うことができる。 

                             「思考力,判断力,表現力等」 

○オーストラリアについて得られた知識や情報をもとにして，意見や感想を伝え合おうとする。                                   

「学びに向かう力，人間性等」 

ウ 重点目標 

＜本質的な問い＞ 

 自分が体験した内容を正しく伝えるには，どのような表現を使ったらよいのだろうか。 

＜永続的な理解＞ 

 動詞の過去形には，規則動詞と不規則動詞があり，動詞を語形変化させなければならない。規

則動詞は，動詞の語尾に-edを付けるが，-edの発音にはいくつかのパターンがある。また，基本

的な動詞ほど不規則動詞が多いため，表現の幅を広げるためにも，不規則動詞をしっかりと身に

付けることが大切である。 

エ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

過去形の特徴やきまりを理 

解し，自分が考えたことや感

じたこと，その理由などを，過 

去形などを用いて伝え合う技 

能を身に付けている。 

友達の意見等を踏まえた自

分の考えや感想などをまとめ

るために，オーストラリアで

体験したことについて考えた

ことや感じたこと，その理由

などを伝え合っている。 

友達の意見等を踏まえた自

分の考えや感想などをまとめ

るために，オーストラリアで

体験したことについて考えた

ことや感じたこと，その理由

などを伝え合おうとしてい

る。 

オ 評価の方法 

パフォーマンス課題 その他の評価方法 

 あなたはある旅行会社の担当者です。旅行先の候補であるオーストラ

リアについて中学生の目線で紹介してほしいという依頼がありました。

バーチャルトラベルを体験し，オーストラリアの魅力やおすすめのお土

産について，パンフレットを見せながら紹介してください。 

○課題追究状況の観

察 

○ワークシート 

○振り返りシート 
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カ パフォーマンス課題についてのルーブリック 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Ａ 

場面に応じた適切な表現や単語を用

いて，聞き手に分かりやすく話すこと

ができる。 

 自分の考えたことや感じたことなど

を理由とともに詳しく述べたり，相手

の考えを求めたり，話題を広げたりし

ながら対話を継続したりすることがで

きる。 

分からない単語や表現を教

科書や辞書を使って調べよう

としている。 

Ｂ 

場面に応じた適切な表現や単語を用

いて，話すことができる。 

完成したスピーチ原稿を音読して紹

介することができる。 

分からない単語や表現を教

科書や辞書を使って調べたり，

友達と相談しながら解決した

りしようとしている。 

Ｃ 

誤りが多く，場面に応じた適切な表

現や単語を用いて，話すことができて

いない。 

完成したスピーチ原稿を見ても十分

に紹介できない。 

分からない単語や表現を調

べたり，友達と相談したりしよ

うとしない。 

キ 指導計画（全 10時間） 

時間 ねらい・学習活動 重点 記録 評価規準（評価方法） 

１ 
・過去形（規則動詞）の肯定文の

文構造を理解し，運用する。 

知 
 

・過去形の肯定文（規則動詞）の文構造を理解し，適

切に使っている。       （ワークシート） 

２ 
・過去形の疑問文，否定文の文構

造を理解し，運用する。 

知 
 

・過去形の疑問文と否定文の文構造を理解し，適切

に使っている。        （ワークシート） 

３ 
・過去形（不規則動詞）の肯定文

の文構造を理解し，運用する。 

知 
 

・過去形の肯定文（不規則動詞）の文構造を理解し，

適切に使っている。      （ワークシート） 

４ 
・Lesson 9A の内容を理解し，音

読する。 

思 
 

・ベンの手紙の内容を理解し，概略をつかんでいる。          

（ワークシート） 

・対話の内容から，オーストラリアの動物について

概略をつかんでいる。     （ワークシート） 

・ベンのスピーチの内容から，オーストラリアのユ

ニークな動物について概略をつかんでいる。                 

 （ワークシート） 

５ 
・Lesson 9B の内容を理解し，音

読する。 

思 
 

６ 

・Lesson 9C の内容を理解し，音

読する。 

思 

 

７ 
・Lesson 9 のイラスト描写とサ

マリーをする。 

思 ○ ・本文の内容を把握し，ピクチャーカードを使って，

英語で概要を説明している。 （ワークシート） 

８ 
・バーチャルトラベルについて

手紙を書く。 

知 

思 

○ 

○ 

・オーストラリアの体験についての手紙を書いてい 

る。             （ワークシート） 

９ 

本時 

・手紙を読み，体験の内容を確認

する。 

・オーストラリアについてやり

取りする。 

知 

思 

○ 

○ 

・オーストラリアの体験についての手紙の内容を把

握している。         （ワークシート） 

・オーストラリアを話題に友達とやり取りをしてい 

る。             （ワークシート） 

10 

・パフォーマンス課題に取り組

み，オーストラリアの魅力を

紹介する。 

知 

思 

態 

○ 

○ 

○ 

・課題に沿って，オーストラリアの魅力を分かりや

すく紹介している。     （パフォーマンス） 
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⑶  授業の実際（９／10時間） 

ア 主題  

オーストラリアで体験したことについて，友だちとやり取りをしよう。 

イ  ねらい 

○バーチャルトラベルについての手紙の内容を理解することができる。 

○オーストラリアの話題について友達とやり取りをすることができる。 

ウ 展開 

学習活動（形態） 時 間 ○教師の働きかけ・生徒の反応 
○指導の工夫 

◎評価規準（評価方法） 

１ Warm-up 

（全体） 

５ 

 

 

５ 

○ALT の紹介を聞かせた。 

・It’s beautiful. 

・I want to go there. 

○新出語彙ややり取りのための表現を確認させた。 

○後のやり取りを活発にす

るために，ALTの説明を聞

かせた。 

 

 

２ 内容理解 

（個人）   

  

 

 

15 

 

 

○自分が書いた手紙を交換させた。 

・メモを取りながら相手の手紙を読み，内容を把握

した。 

・質問したいことを決めた。 

 

 

 

○内容を把握しやすくする

ために，できるだけ簡単な

単語を用いて手紙を書か

せた。 

◎手紙の内容を把握し，適切

な質問を作っているか。   

（ワークシート）  

３  話題について

のやり取り 

（ペア） 

    

15 ○オーストラリアを話題にし，自分の体験について

やり取りをさせた。 

・写真などを示しながら，見たり聞いたりしたこと

を説明した。 

・話した内容について質問したり，それに答えたり

した。 

・お土産を渡したり，やり取りを楽しんだりした。 

 

○オーストラリアの話題を

もとに，質問も交えて友

達とやり取りさせた。 

◎つなぎ言葉や質問を使っ

て時間いっぱい話題につ

いてやり取りができてい

るか。（観察） 

４ 活動内容の共 

有   （全体） 

５ ○興味深かった点やよかった点を発表させた。 

・I’m very interested in Aboriginal culture. 

・I enjoyed talking about Australia. 

 

５ Reflection 

   （個人） 

５ ○振り返りシートに取り組ませた。 

・本時の学習を振り返り，次回の活動に生かそうと

した。 

○次時の活動に生かせるよ

うに，しっかりと振り返り

をさせた。 

学習課題：オーストラリアで体験したことについて，友達とやり取りをしよう。 
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⑷ 生徒の学びの実際 

教科書本文を活用した指導の工夫として，登場人物を自分と置き換え，体験したことを手紙に

書き，それをもとに質問も交えて対話し，それを紹介するというように，教科書本文と同じ流れ

で言語活動を試みた。そうすることによって，新出文型の定着を図るとともに，語彙を増やし表

現の幅を広げたり，より深く内容について思考したりする活動になった。教科書本文の登場人物

のように，オーストラリアを旅行し（バーチャルトラベル），お土産を選んだり，旅行の経験を

手紙に書いたりする活動を行った。疑似体験したことをもとに，アボリジニの文化について詳し

く説明している内容となっている（資料１）。続いて，資料１の手紙を読み，キーワード，要約，

感想，質問を考え，ワークシートにまとめた（資料２）。資料２が，お土産を渡しながら質問を

交えて対話する即興のスピーキング活動に有効だった。 

 

 

 

 

資料１ 生徒が体験後に書いた旅行の手紙 

 

 

154 



 

 

 

４ 成果と課題（○成果 ●課題） 

⑴ 論理的に思考し表現する学び合いの工夫 

○必然性のある場面設定や豊かな対話の機会を持つことによって，単なるスピーチや単語を並べ 

た対話ではなく，相手の意見を聞いてその内容に関連させた内容を述べたり，根拠や理由を含 

めたて述べたりすることができた。 

●自分の体験を手紙に書くと，内容が豊富になる利点はあるが，難しい語彙や表現が含まれるた

めに，それぞれの英語力によって読むのに時間がかかった生徒もいた。 

⑵ コミュニケーション能力を高める学習指導 

○話題を変えながら生徒同士，生徒と教師，生徒とＡＬＴのやり取りを継続して行うことによっ

て，実践の場が増え，コミュニケーション力の向上につながった。 

●表現力や発想力を高めるために，既習事項を生かした様々な場面や幅広い話題の設定が必要で

ある。 

⑶ パフォーマンス評価の充実 

○パフォーマンス評価に関して事前に生徒と共通認識を図り，それを念頭において準備や練習に

取り組ませることによって，より多くの生徒が到達目標を達成することができた。 

●到達目標を達成できない生徒に対する指導の手立てや支援のあり方を工夫する必要がある。 
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資料２ 手紙を読んだ後のまとめシート 
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